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（
１
）

著
者
は
先
に
中
世
の
ユ
ダ
ヤ
人
思
想
家
・
医
学
者
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
今
回
は
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス

の
医
学
的
著
作
を
、
各
研
究
者
の
記
載
を
総
括
し
て
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
た
い
。
個
々
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
槁
を
改
め
て
発
表
す
る
。

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
概
観

〔
要
旨
〕
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
者
の
記
載
を
総
括
し
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
し
よ
う

と
し
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
は
、
十
種
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
「
交
接
に
つ
い
て
」
は
、

長
短
二
編
か
ら
成
っ
て
い
る
。
マ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
フ
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
の
記
載
に
よ
っ
て
の
み
知
ら
れ

て
い
た
「
薬
名
集
覧
」
の
原
本
を
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア
寺
院
蔵
書
中
に
発
見
し
た
。
著
者
は
、
マ

イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
邦
訳
名
試
案
を
提
唱
し
た
。
「
医
師
の
祈
り
」
を
含
む
、
い
く
つ
か
の
医
学
的
、
宗
教
的

著
作
が
誤
っ
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
医
学
的
著
作
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
使
っ

て
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
、
医
学
的
著
作
、
ユ
ダ
ヤ
医
学
、
ア
ラ
ブ
医
学
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本
来
は
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
著
書
手
槁
、
写
本
等
を
検
討
す
る
べ
き
だ
が
、
著
者
に
そ
う
し
た
便
宜
と
能
力
が
な
い
の
で
、
従
来
の
研
究
者
の

記
載
に
よ
っ
て
論
ず
る
。
記
載
の
背
景
と
し
て
、
各
研
究
者
の
経
歴
を
の
べ
た
。

こ
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
理
由
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
２
）

（
一
）
最
近
の
ほ
と
ん
ど
の
欧
米
論
文
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
に
つ
い
て
ロ
ス
ナ
ー
の
記
載
を
引
用
し
て
い
る
が
、
研
究
史
を

た
ど
っ
て
見
る
と
各
研
究
者
の
記
載
は
か
な
ら
ず
し
も
ロ
ス
ナ
ー
の
通
り
で
は
な
い
。
ま
た
「
交
接
に
つ
い
て
」
（
以
下
著
作
名
は
著
者
が
選
ん

だ
邦
訳
名
で
示
す
。
こ
の
邦
訳
名
は
、
文
中
で
は
「
」
で
示
し
、
論
文
の
後
段
で
一
括
記
載
す
る
。
文
中
（
）
で
囲
っ
た
も
の
は
、
そ
の
部
の
外
国

（
３
）
（
４
）

語
の
邦
訳
で
あ
る
）
の
ク
ロ
ー
ナ
ー
の
ド
イ
ツ
語
訳
と
ロ
ス
ナ
ー
の
英
訳
と
内
容
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
名
前
で
表
わ
さ
れ

る
著
作
の
範
囲
も
研
究
者
に
よ
っ
て
同
じ
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
明
確
に
す
る
必
要
を
感
じ
た
。

（
二
）
著
作
の
名
称
が
、
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
を
表
す
に
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
名
、
ラ
テ
ン
語
訳
名
、

へ
プ
ラ
イ
語
訳
名
、
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
現
代
語
訳
名
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
一
般
に
流
布
し

（
５
）

て
い
る
英
訳
名
が
、
あ
る
研
究
者
に
よ
っ
て
正
当
性
に
疑
念
を
も
た
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
自
身
の
も
の
で
な
い
と

（
６
）
（
７
）

思
わ
れ
る
著
作
名
を
英
訳
者
が
用
い
、
そ
れ
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
伝
記
執
筆
者
に
引
用
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
著
作
は
手
槁

あ
る
い
は
写
本
と
し
て
存
在
し
、
刊
本
が
な
い
の
で
、
本
来
の
共
通
名
称
が
あ
り
う
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
あ
る
が
、
訳
名
を
整
理
す
る
こ

と
が
あ
る
程
度
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
下
の
記
載
の
邦
訳
で
、
著
者
（
泉
）
の
ア
ラ
ビ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
へ
プ
ラ
イ
語
の
能
力
が
低
い
の
で
、
そ
の
解
読
・
邦
訳
に
誤
り
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
単
語
の
意
味
が
不
明
で
あ
っ
た
場
合
は
、
原
語
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。

一
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
従
来
の
記
載
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（
８
）

（
｜
）
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
（
号
弓
シ
琶
己
閻
旨
鼬
）
の
記
載

（
９
）

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て
、
す
で
に
一
三
世
紀
に
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
、
イ
ブ
ヌ
ル
・
キ
フ
テ
イ
言
口
巴
心
鄙
さ
が
記
載
し

（
Ⅶ
）

て
い
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ン
・
ナ
デ
ィ
ー
ム
（
弓
昌
巴
‐
Ｚ
目
目
）
に
も
、
記
載
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
著
者
は
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
ィ
ビ
ァ

の
み
入
手
で
き
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
の
べ
る
。

著
者
が
入
手
し
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
最
も
古
い
記
載
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ピ
・
ウ
サ
ィ
ピ
ァ
の
ア
ラ
ブ
医
学
史
（
「
医
師
の
階

層
に
つ
い
て
の
情
報
の
泉
三
四
○
一
年
、
復
刻
第
三
版
、
一
九
八
一
年
）
で
あ
る
。
バ
ー
セ
ラ
は
、
マ
イ
モ
’
一
デ
ス
と
そ
の
息
子
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の

（
５
）

項
全
文
の
英
訳
を
掲
載
し
て
お
り
、
詳
し
く
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
の
経
歴
は
前
槁
で
の
べ
た
が
、
一
部
追
加
す
る
。
ダ
マ
ス
カ
ス
に
出
生
、
イ
ブ
ン
・
バ
ィ
タ
ル
目
。
四
一
‐
厩
冒
岡
》

注
一
）
ら
か
ら
学
び
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
テ
ィ
ー
フ
ｓ
ｇ
陛
一
‐
層
員
バ
グ
ダ
ッ
ド
在
住
の
著
名
な
医
師
）
と
交
流
が
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
暦
六
三

四
年
（
西
暦
一
二
三
六
年
）
に
カ
イ
ロ
の
病
院
に
就
職
、
翌
年
首
長
に
仕
え
る
た
め
シ
リ
ア
に
移
住
、
シ
リ
ア
で
イ
ス
ラ
ム
暦
六
六
八
年
（
西

（
皿
）

暦
一
二
六
九
年
）
に
七
○
歳
以
上
の
高
齢
で
死
去
し
た
。
カ
イ
ロ
の
病
院
で
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
息
子
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
同
僚
で
あ
っ
た
。

イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
の
著
書
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
項
は
、
同
書
第
十
四
章
の
三
十
五
番
目
（
復
刻
本
下
巻
一
九
四
’
一
九
五
頁
）
に

あ
り
（
写
真
１
）
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
息
子
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
三
十
六
番
目
で
あ
る
（
写
真
２
）
。
三
十
五
番
目
の
項
目
は
、
巴
宛
禺
⑫
三
房
四
（
ア

シ
・
ラ
イ
ー
ス
・
ム
ー
サ
）
（
首
長
あ
る
い
は
指
導
者
の
モ
ー
ゼ
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
の
最
初
に
巴
宛
禺
の
シ
ｇ
》
シ
日
日
ロ
冨
房
四
宮
邑

冒
国
冒
自
己
わ
胃
昏
員
ア
シ
・
ラ
イ
ー
ス
・
ア
ブ
ー
・
ア
ム
ラ
ン
・
ム
ー
サ
・
ブ
ン
・
マ
イ
ム
ー
ン
・
ア
ル
・
ク
ー
ル
ト
ビ
）
と
ア
ラ
ブ
名
フ
ル
ネ

ー
ム
が
出
て
お
り
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
写
真
１
）
。
こ
の
項
後
半
に
著
書
名
が
列
記
さ
れ
て
お
り
（
写
真
２
）
、

（
５
）

著
者
（
泉
）
に
よ
る
ア
ラ
ビ
ア
語
名
の
読
解
と
日
本
語
訳
、
バ
ー
セ
ラ
に
よ
る
英
訳
を
挙
げ
る
。
（
著
作
名
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
ロ
ー
マ
字
表
記
、
邦

訳
、
バ
ー
セ
ラ
の
英
訳
の
順
で
記
載
）

（
１
）
巴
‐
【
昌
一
旨
房
茸
酎
習
巴
‐
〆
具
三
〕
巴
‐
盟
茸
四
国
）
シ
呂
四
崗
四
亭
］
凹
冒
房
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識．

"坐'鰐"』洲0

（
ガ
レ
ノ
ス
の
十
六
の
書
物
を
要
約
し
た
書
物
（
複
数
）
）

］
リ
ゴ
①
①
×
庁
時
四
○
庁
の
○
閉
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里
〆
庁
①
①
国
ご
○
○
戸
の
○
【
の
四
一
①
ロ

（
２
）
雪
［
四
口
堅
”
垂
巴
‐
画
四
湧
国
の
貝
夛
国
‐
畠
昌
彦
”

シ

（
痔
疾
と
そ
の
治
療
に
関
す
る
論
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）

シ
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①
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》
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６
１

“
坐
ｈ
宮

Ｃ
Ｍ
ピ

ー
ｕ

４０
鐸
０
》

”
挙
げ。Ｕ

・
』
．
“
↓

１
歩
垂 虹

坤
恥

"1､fjlﾆー｣UJuj"":21j！録41蔀､人塞J4K-llclill
坐ﾛム一一0－口罰__堅一_-1 1副&

写真2同書マイモニデスの項。著書名が列記されている

部分(△)。次項は、マイモニデスの息子アブラハ

ム



日本医史学雑誌第47巻第2号(2001)287

シ
ゥ
○
○
穴
目
①
×
亘
曽
｝
胃
ご
ロ
旦
旦
円
匡
”
の

（
６
）
【
茸
”
ず
困
四
ウ
時
画
面
言
國
島
旨
四
ウ
巴
‐
国
四
ゴ
ロ
＆

（
ユ
ダ
ヤ
人
の
思
想
に
関
す
る
大
著
）

シ
匿
侭
の
ず
○
三
六
○
邑
讐
の
３
－
侭
５
国
旦
昏
①
帝
タ
耐

（
１
）
は
「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜
粋
」
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
集
」
も
含
ま
れ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
に
見
る
よ
う
に
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
は
、
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
集
」
を
（
ガ
レ
ノ
ス
の
医

（
皿
）

学
蔵
言
集
）
と
呼
ん
で
い
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ァ
の
書
の
本
文
に
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
は
な

ｌ
ｏ

Ｉ
ｖ

（
旬
○
）
二
目
四
口
助
｝
”

シ
昌
竜
ロ
ウ

，

（
４
）
三
四
Ｑ
望
四
四
巴
‐
切
目
己
日
言
中
里
‐
冨
匡
ｇ
壷
四
国
凶
圃
目
日
匙
‐
シ
・
言
ご
山
巴
‐
Ｃ
四
国
面

し

（
毒
と
、
致
死
的
な
薬
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
論
説
）

シ
可
①
胃
吊
の
○
国
ロ
ｇ
賀
旨
の
閏
己
己
局
○
尉
只
５
口
四
㈹
曽
己
異
庁
讐
巴
Ｑ
昌
侭
の

（
５
）
尿
』
威
す
の
写
四
国
｝
国
巴
，
澤
口
Ｐ
身

（
勝
利
王
サ
ラ
ー
フ
・
ア
シ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
ブ
ン
・
ア
イ
ュ
ー
ブ
《
Ⅱ
サ
ラ
デ
ィ
ン
》
の
息
子
ア
ル
・
ア
フ
ダ
ル
・
ア
リ
ー

王
の
た
め
に
な
さ
れ
た
健
康
の
管
理
に
つ
い
て
の
論
説
）

Ｐ
耳
①
昌
昌
開
○
口
号
①
昂
四
日
ｇ
具
胃
巴
号
８
ｇ
昌
凰
さ
叶
巴
‐
巨
巴
弄
里
‐
シ
包
巴
渥
冒
冒
巴
‐
冨
巴
弄
巴
‐
ｚ
開
胃
齪
一
目
巴
‐
ロ
冒
昌
吊
旦

（
薬
を
説
明
す
る
本
）

ざ
邑
少
ぐ
ぐ
巨
ご

く
、

，

唖
弓
四
・
寓
冒
，
巴
‐
醒
津
団
の
四
口
禺
四
弓
働
巴
‐
巨
巴
涛
塾
‐
シ
丘
四
Ｆ
）
シ
匡
宮
旨
呉
‐
冨
巴
弄
巴
‐
ｚ
い
留
め
巴
”
ず
里
‐
ロ
ヨ
屋
号
具
ご
日
〕
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（三）
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朴田塵駅塙恕拙･狸』J9･IJや頃1111ﾛ；ー ﾉ起櫛go'lJe那埋逆′混座《ー ﾉ淨而旺今程。（抑逢岬逆II､}卜入鵬kjfL¥募爬）

(H)Tractatusderegiminesanitatis,fUrdenAgyptischenSultanel-Malikel-Afdhal,SohndesSalahed-Din,
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(c､J)Aphorismimedici,ausGalenusSchriften(fR､､Ke抑冊Ⅲ魯心e岨朴湛lllln)

（m)CommentariusinAphorismosHippocratis（｣J鶚、II､1卜『<e"1111Ⅱ俎駐）

（寸)Liberinventi,medicinischenundmoralischenlnhalts(幽朴,｣J進酬毎厘帥e′撫眼e骨）

(LD)TractatusdeHaemorrhoidibus(敞喋e浬艇塊）
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(o,)Canonesdemedicinapractica(朏韻幽朴e鵯壗）

(S)DemorboregisAegypti(Hf>W､一門e哩眼旦○31J)

(=)DeAsthmate(磐唾里，gﾄﾉ）

(g)DeCoitu(憾埋且，gi-J)

(S)DeCiboetAlimento(状測A｣“尋里心gや）

騒
毒
坐
榊
霊
朴
幽
ｅ
Ｋ
恥
川
申
や
卜
・
×
坪
１
Ｗ
軸
毎
Ｎ
狸
畷



(al)Epistolaeduaederebusmedicis(幽朴霊冊踊旦･gトノell"e叶,単）

(2)Epistoladediaeta("冊艇坦旦○sﾄﾉe叶票）
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（国）

(III)会、_ﾕーミ(Leclerc,Lucien)e船穂
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(c､J)AphorismesdeMaimonide(I),やⅣ111卜『くe"lllin)

(EYa)R6sumedes6critesdeGalien(tRA､『く榊伽轄糞）

（可)Lettresurl'Hygiene(迩矧旦○3IJe叶巽）

(Lo)Del'Asthme(斐佃狸，3胆）

(<c)Desh6morrhoides(碓喋旦○且い）

(t-)DuCoit(憾蝿里心且鼎）

(")DesVeninsetdesPoisons(豐仙』J1M)

(o>)TraitedesDrogues(灘羅据）

(S)(ix)Desalimentsinterdits,('I､)Decibisvetitis(粕に)ﾍ､暑*細尽旦・Sﾄﾉ）

(R)Traductiond'Avicenne(トtufj八十躍馬）

程哩ー ﾉeで狸鵠Ao型′ミ、ユーミ型tに､JK}卜入I､Hミニe冊蒋逆匡･特e霞岬纈戻e榊冊mAj_jﾄﾉ3噸』J』′拙,捜卜Je

(弓)埜卜やⅣllilw<S榊冊Ⅲ；ー ﾉ蒋岬卜｣』J塙螺長」g-)JWImgIJg$､Qo

言
）
烏
）
巾
国
鰕
如

等
鰕
槌
禦
朴
田
幽
骨
、

③
”
函
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（
吃
）

（
五
）
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
ォ
ー
ド
自
己
①
号
冒
君
騨
戸
困
胃
暑
）
の
記
載

フ
リ
ー
デ
ン
ウ
ォ
ー
ド
に
つ
い
て
は
前
槁
で
の
べ
、
ま
た
公
刊
さ
れ
た
伝
記
が
あ
る
の
で
説
明
は
省
略
す
る
。
リ
ー
ボ
ウ
イ
ッ
ッ
に
よ
れ

ば
、
前
稿
で
の
べ
た
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
オ
ー
ド
の
ユ
ダ
ヤ
医
学
史
史
料
・
書
籍
収
集
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
へ
プ
ラ
イ
大
学
ハ
ダ
サ
医
学
校
に
寄

（
旧
）

贈
さ
れ
、
そ
こ
で
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
１
）
牙
①
シ
ｇ
自
画
扁
胃
８
ａ
言
い
８
の
堅
自
（
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
筬
言
）

（
皿
）

（
四
）
シ
ュ
タ
イ
ン
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
淫
①
旨
、
島
昌
①
己
胃
・
冒
貝
騨
園
）
の
記
載

シ
ュ
タ
イ
ン
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
、
一
九
世
紀
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
へ
か
け
て
の
優
れ
た
文
献
学
者
で
あ
る
。
そ
の
著
書
は
ラ
テ
ン
語
、
ヘ

ブ
ラ
イ
語
な
ど
へ
の
古
典
的
翻
訳
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
四
編
を
挙
げ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
ラ
テ
ン
語
訳
名

は
も
っ
と
も
信
頼
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
記
載
す
る
。
た
だ
し
バ
ー
セ
ラ
が
検
討
し
て
い
る
手
槁
を
見
る
と
、
著
作
ラ
テ
ン
訳
名
は
、
題

名
と
い
う
よ
り
内
容
を
説
明
す
る
覚
書
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
標
準
と
さ
れ
る
ラ
テ
ン
訳
名
が
あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
リ
ー
ボ

ウ
イ
ッ
ッ
Ｐ
凰
冒
言
冒
．
］
．
○
．
）
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
名
は
、
し
ば
し
ば
最
初
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
・
序
文
・
本
文
前
に
つ
け
ら
れ
た
書

（
略
）

簡
の
語
句
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
（
著
作
名
ラ
テ
ン
語
）

（
２
）
弓
国
只
呉
５
８
具
国
ｇ
器
５
月
日
閉
９
日
胃
尉
（
喘
息
発
作
に
対
す
る
処
置
）

（
３
）
弓
風
の
国
冒
、
困
号
豆
冒
昌
四
号
詞
侶
ヨ
］
言
①
闇
昌
冨
房
目
の
巳
烏
口
匡
日
吋
①
鴨
日
（
ス
ル
タ
ン
ヘ
の
ラ
ビ
・
モ
ー
ゼ
の
健
康
管
理
法
）

（
４
）
号
Ｏ
脚
屋
の
］
の
四
Ｒ
己
ｇ
目
日
］
“
弓
胃
①
昌
昌
日
号
ヨ
ョ
（
〕
里
日
ｍ
ｍ
ｐ
鄙
８
○
ｍ
○
丘
四
コ
○
①
言
．
（
支
配
者
で
あ
り
偉
大
な
る
ス
ル
タ
ン
に
現
れ
た

症
状
の
原
因
に
つ
い
て
）

（
１
）
シ
ロ
ゴ
○
風
呂
目

（
２
）
弓
吋
“
ｎ
国
目
の

（
３
）
弓
【
“
の
国
冒
、

へ

筬
二

巳
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テ
ン
一
語
） こ

れ
は
「
ガ
レ
ノ
ス
著
聿
民

（
ワ
々
）
口
○
○
国
員
。
①
ロ
庁
四
胃
ご
○
ご
岸
】

（
３
）
○
口
甸
日
の
○
口
の
冑
己
エ
ロ
画
一

（
４
頁
彦
①
詞
①
哩
民
己
の
ご
ｍ
ｍ
ｐ
詳
胃

（
５
）
（
牙
①
再
開
ユ
（
小
冊
子
）

フ
リ
ー
デ
ン
ウ
ォ
ー
ド
は
こ
の
書
の
書
名
を
挙
げ
て
い
な
い
が
、
「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
を
示
し
て
い
る
。

（
６
）
幽
呂
①
９
回
岸
国
ｇ
ｏ
己
胃
日
○
副
言
己
の
（
痔
疾
に
つ
い
て
の
特
別
な
小
冊
子
）

（
７
）
○
口
の
①
×
巨
巴
昌
８
回
月
騨
ａ
ご
四
目
①
（
性
医
学
と
衛
生
に
つ
い
て
）

（
８
）
○
口
開
昏
員
国
（
喘
息
に
つ
い
て
）

（
９
）
ｇ
ｏ
⑦
の
四
昌
旦
口
昌
ｍ
ｐ
四
日
①
の
（
薬
名
集
覧
）

「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜
粋
」
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
フ
リ
ー
デ
ン
ウ
ォ
ー
ド
は
、
次
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
著
書
の
ラ
テ
ン
語
訳
六
編
を
含
む
手
稿
を
入
手
し
た
と
し
て
い
る
。
（
著
作
名
ラ

（
ａ
）
ロ
①
○
ｍ
こ
の
厨
シ
８
昼
①
昌
旨
ョ
（
症
状
（
ま
た
は
発
作
）
の
原
因
に
つ
い
て
）
（
右
記
の
（
５
）
に
あ
た
る
）

（
ｂ
）
ロ
①
く
①
ロ
①
口
尉
（
毒
に
つ
い
て
）
（
同
じ
く
（
３
）
）

（
Ｃ
）
ロ
①
。
貝
胃
ご
ロ
の
向
日
Ｏ
ｑ
ｇ
己
関
屋
日
（
痔
疾
の
治
療
に
つ
い
て
）
（
同
じ
く
（
６
）
）

（
ｄ
）
ロ
①
○
日
目
（
交
接
に
つ
い
て
）
（
同
じ
く
（
７
）
）

（
ｅ
）
ロ
①
シ
降
言
巨
胃
①
（
喘
息
に
つ
い
て
）
（
同
じ
く
（
８
）
）

（
ｆ
）
ロ
①
詞
①
唱
冒
ｇ
印
画
己
国
房
（
健
康
管
理
に
つ
い
て
）
（
同
じ
く
（
４
）
）

「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜
粋
」
で
は
な
く
、
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
筬
言
集
」

日
］
①
具
曽
‘
ぐ
○
ご
号
①
Ｐ
ｇ
ｏ
風
の
目
の
旦
国
言
冒
）
ｑ
胃
①
の
（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
筬
言
注
解
）

く

一
勗
○
易
胃
己
シ
具
武
具
閉
（
毒
と
解
毒
剤
）

間
目
目
ｇ
ｍ
ｍ
昌
国
毎
の
（
健
康
の
保
ち
方
）

で
あ
る
。
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（
５
）

（
六
）
バ
ー
セ
ラ
（
国
色
司
‐
貯
冨
ゞ
シ
邑
巴
）
の
記
載

最
近
の
論
文
で
、
も
っ
と
も
精
密
な
も
の
と
思
わ
れ
た
バ
ー
セ
ラ
の
記
載
を
挙
げ
る
。

著
者
は
前
槁
で
、
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
業
績
一
○
編
と
し
た
が
、
バ
ー
セ
ラ
や
他
の
著
者
は
、
（
４
）
は
長
短
二
編
あ
る
と
し
て
お
り
、
一
○

種
二
編
と
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
（
著
作
名
は
ア
ラ
ビ
ア
語
ｌ
そ
の
英
訳
）

（
１
）
ど
‐
冨
具
胃
開
日
舞
ｌ
弓
胃
同
〆
耳
胃
厨
（
抜
粋
）

（
２
弓
巨
の
己
冒
口
出
酌
巴
‐
園
９
１
弓
馬
冒
①
ｇ
ｏ
巴
シ
昌
日
尉
日
の
旦
巨
○
の
①
の
（
モ
ー
ゼ
ス
の
医
学
蔵
言
集
）

（
３
扇
冨
島
国
の
ａ
少
冒
昌
鮮
ｌ
シ
９
ヨ
ョ
①
邑
国
ｑ
○
国
弓
の
少
冒
目
の
ョ
の
旦
雷
ｇ
ｏ
Ｑ
胃
①
の
（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
筬
言
注
解
）

（
４
）
司
巴
豈
昌
い
ぱ
Ｉ
（
旨
○
○
罫
吊
（
交
接
に
つ
い
て
）

（
５
）
国
里
‐
国
昌
ご
閉
胃
’
○
口
西
の
ｇ
自
号
９
号
（
痔
疾
に
つ
い
て
）

（
６
）
冨
呂
堅
呂
喘
国
一
‐
厨
ｇ
ｌ
Ｐ
目
の
８
日
の
①
○
国
勝
昏
日
幽
（
喘
息
に
つ
い
て
の
論
説
）

（
７
）
国
威
ワ
塾
の
目
白
目
言
四
‐
巴
‐
冨
屋
国
富
３
園
目
邑
堅
‐
崖
昌
ご
営
農
堅
曾
茸
竺
農
ｌ
シ
国
鳥
○
国
も
ｇ
の
○
国
の
四
目
号
の
甲
○
用
８
９
〕

シ
”
煙
ヨ
降
旧
①
昏
堅
ロ
冒
鴨
（
毒
と
、
致
死
的
な
薬
に
対
す
る
予
防
に
つ
い
て
の
書
物
）

（
８
扇
冨
号
シ
の
目
“
ゞ
巴
‐
ご
呂
胃
ｌ
シ
９
国
ョ
ｇ
ｓ
ｑ
○
コ
号
の
ｚ
四
日
①
の
旦
己
昌
鴨
（
薬
名
注
解
）

（
９
）
国
弓
且
寓
吊
里
‐
鯉
与
呂
’
○
口
号
①
詞
①
四
目
①
ロ
旦
国
①
巴
讐
（
健
康
の
保
ち
方
に
つ
い
て
）

（
叩
）
冨
且
竺
農
酌
團
風
邑
團
煙
巴
‐
だ
『
且
言
”
‐
ｍ
こ
“
言
島
ｇ
ｇ
ｌ
シ
弓
吊
呂
の
①
冒
国
匡
呂
目
ｏ
ｐ
ｇ
ｇ
日
の
シ
ｎ
ｏ
己
①
ロ
厨
四
目
号
の

詞
隅
９
房
①
８
岸
（
発
作
と
そ
の
反
応
の
解
明
に
関
す
る
論
説
）

バ
ー
セ
ラ
は
こ
れ
ら
の
著
述
に
関
連
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
語
手
槁
四
種
、
へ
プ
ラ
イ
語
手
槁
六
種
、
ラ
テ
ン
語
手
稿
四
種
、
ラ
テ
ン
語
刊
本

一
種
を
挙
げ
て
い
る
。
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（
２
）

（
七
）
ロ
ス
ナ
ー
胃
、
自
国
・
弓
＆
）
の
記
載
と
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
名
、
ア
ラ
ビ
ア
語
通
称

前
槁
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
分
類
は
ロ
ス
ナ
ー
に
従
っ
た
。

ロ
ス
ナ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
研
究
者
で
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
に
在
住
、
ク
イ
ー
ン
ズ
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
病
院
、
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
病
院
等
に
勤
務
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
は
、
最
近
は
ロ
ス
ナ
ー
の
分
類
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

前
稿
に
引
き
続
き
再
掲
す
る
。
バ
ー
セ
ラ
の
分
類
は
、
本
質
的
に
は
ロ
ス
ナ
ー
と
同
じ
で
あ
る
。

（
脇
）

ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
エ
ル
ド
（
の
図
普
ｇ
吋
巨
冒
巨
厨
）
の
論
文
や
そ
の
他
の
文
献
に
現
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
名
（
へ
）
、
ア
ラ
ビ
ア
語
通
称
（
ア

ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
エ
ル
ド

通
）
も
こ
こ
に
記
載
し
た
。

（
１
）
固
×
ｑ
肖
厨
時
自
己
の
巴
９
（
肖
弓
胃
シ
只
只
○
日
①
（
ガ
レ
ノ
ス
抜
粋
あ
る
い
は
治
療
の
技
術
）

（
２
）
弓
胃
○
○
日
昌
呂
国
弓
○
邑
昏
①
シ
９
日
耐
ョ
の
ａ
国
甘
己
○
９
具
＄
（
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
筬
言
注
解
）

（
３
）
弓
言
巨
①
島
。
巴
シ
ｇ
ｏ
風
の
目
の
ａ
三
○
淵
の
三
画
目
○
己
号
の
（
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
蔵
言
）

（
へ
）
国
鳥
①
旨
３
房
（
モ
ー
ゼ
の
数
章
、
ま
た
は
モ
ー
ゼ
の
文
書
）

（
４
）
弓
吊
禺
扇
①
○
ご
国
①
ｇ
目
忌
日
号
（
痔
疾
に
つ
い
て
の
論
説
）

（
略
）

（
へ
）
国
甲
百
局
ご
目
閏
亘
‐
吊
昏
・
呉
冨
‐
扁
冒
１
日
（
痔
疾
の
治
療
に
つ
い
て
の
論
文
）

（
５
）
弓
吊
胃
扇
①
○
ロ
の
の
〆
匡
凹
冒
目
角
８
員
陥
（
交
接
論
）

（
へ
房
岳
》
閏
ご
閏
ゞ
巴
風
ｇ
昌
冨
‐
国
の
言
昌
呂
（
交
接
の
論
争
？
に
関
す
る
論
文
）
日
冨
中
曽
邑
智
，
ｇ
‐
日
尉
信
巴
（
交
接
の
論
文
）

（
６
）
弓
吊
鼻
吊
①
○
口
シ
印
号
目
、
（
喘
息
論
）

（
〃
）

（
へ
扇
瓜
関
西
四
８
国
閏
①
号
（
喘
息
の
本
）
ｇ
の
具
①
吊
自
四
目
肘
》
且
目
（
目
印
・
呂
目
の
本
）

（
７
）
弓
吊
胃
吊
①
○
．
勺
９
８
房
四
目
弓
馬
胃
少
昌
己
９
＄
（
毒
と
解
毒
剤
に
つ
い
て
の
論
説
）
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（
１
）
冨
○
の
①
の
国
①
ロ
巨
臼
ョ
○
口
（
言
昌
目
○
ご
匙
①
の
）
》
可
四
口
の
匿
蔚
・
ず
昌
の
Ｃ
ａ
Ｏ
己
）
国
Ｆ
，
“
弓
彦
①
弔
吋
朋
閏
ぐ
胃
ご
ロ
ｇ
邑
○
匡
昏
》
甸
三
さ
の
○
℃
三
の
里

（
６
）

伊
号
国
ご
》
己
留
（
青
春
の
維
持
）

こ
の
害
の
内
容
は
「
健
康
の
保
ち
方
」
で
、
書
名
《
《
国
昂
印
①
開
き
目
○
ご
旦
呂
８
局
．
は
訳
者
ゴ
ー
ド
ン
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
訳
書
は
、
直
接
ア
ラ
ビ
ア
語
原
典
か
ら
訳
し
た
と
し
て
い
る
が
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
を
明
記
し
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
医
史
学

的
資
料
と
し
て
充
分
な
も
の
で
は
な
い
。

（
２
）
三
○
の
①
の
三
角
昌
冒
○
口
武
の
の
》
①
具
ご
胃
⑦
○
ユ
旨
・
夛
戸
叫
弓
畠
巴
ヨ
○
国
丘
①
の
《
⑮
①
×
匡
巴
旨
蔚
月
○
口
耐
①
〕
》
）
罰
四
口
●
５
ｍ
蜂
冒
甸
匡
匡
尉
冨
】
侭
○
○
．
》
岳
臼
（
マ

こ
こ
で
は
、

（
二
英
訳

（
へ
）
国
四
日
四
ｍ
目
胃
冨
‐
ロ
房
ｇ
包
含
客
且
の
論
文
）
日
出
四
‐
ョ
四
四
日
日
冨
扇
Ｈ
〉
旨
。
（
テ
リ
ア
カ
？
に
つ
い
て
の
論
文
）

（
略
）

（
ア
通
）
国
出
置
巴
‐
跡
目
ご
厨
（
武
島
辱
冒
の
論
文
）

（
８
）
弓
胃
詞
①
四
日
①
。
且
西
の
巴
吾
（
健
康
の
保
ち
方
）

（
９
）
弓
馬
目
の
８
昌
開
○
口
吾
①
両
×
亘
四
ロ
呉
〕
○
口
旦
国
厨
（
発
作
の
説
明
に
つ
い
て
の
論
説
）
、
○
○
月
四
日
侭
昏
①
○
四
匡
の
①
の
旦
国
厨
（
発
作

の
原
因
に
関
し
て
）
貝
冨
＆
甘
巴
シ
易
尹
吊
易
（
詞
の
ｇ
ｏ
邑
忠
）
（
医
学
質
疑
集
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
）

（
順
等

（
へ
）
弓
①
の
言
ぐ
旦
巴
の
胃
四
琶
○
昏
勺
閏
胃
曼
○
牙
（
四
口
の
言
①
厨
８
９
の
ｏ
鄙
の
目
①
呂
○
易
）
（
特
別
な
疑
問
へ
の
答
え
）

（
へ
亘
嚴
画
目
閏
函
中
国
画
胃
軋
目
国
鳥
国
》
号
の
論
文
）

（
皿
）
弓
扁
Ｑ
吊
髄
ｑ
９
口
旨
い
ｚ
四
ョ
閉
（
薬
名
集
覧
）

二
、
著
者
が
入
手
し
た
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
現
代
語
訳

イ
モ
ニ
デ
ス
の
交
接
論
）

医
学
的
著
作
の
現
代
語
訳
と
著
作
本
文
が
含
ま
れ
た
研
究
書
を
挙
げ
る
。
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こ
の
書
に
つ
け
ら
れ
た
解
説
は
周
辺
の
種
々
の
問
題
を
分
析
し
て
お
り
、
学
問
的
に
高
い
内
容
で
は
な
い
が
、
あ
る
意
味
で
興
味
深
い
。

（
３
）
言
○
門
の
三
巴
日
○
国
威
①
の
》
可
四
口
堅
．
ｍ
ｐ
Ｑ
①
９
ヶ
詞
冒
巨
国
言
臼
》
い
”
弓
｝
昂
冨
①
ｇ
ｏ
巴
与
ご
【
旨
ロ
”
切
旦
三
○
の
①
の
言
日
日
○
口
己
①
の
〕
く
９
．
目
・

弓
吋
①
呉
尉
①
Ｏ
ｐ
Ｐ
の
号
白
煙
．
］
・
国
．
Ｆ
台
豆
国
８
群
○
○
．
》
尼
霊
（
喘
息
に
つ
い
て
の
論
説
）

ム
ン
ト
ナ
ー
（
昌
一
旨
目
①
Ｈ
）
普
の
①
日
四
口
）
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
研
究
者
で
、
多
く
の
訳
書
、
論
文
が
あ
る
。
訳
者
は
、
英
訳
に

先
立
っ
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
数
編
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
を
公
刊
し
て
い
る
。

（
４
）
シ
凰
巴
国
閏
わ
①
崗
曾
巴
．
“
冨
○
の
①
切
冨
日
日
○
口
己
①
の
》
弓
乏
○
弓
吊
呉
耐
①
ｍ
○
国
警
の
詞
①
四
目
①
冒
旦
塵
①
巴
号
》
弓
局
四
口
の
．
シ
日
、
弔
冨
さ
の
○
℃
戸

（
５
）

ｇ
ｏ
．
ｚ
①
弓
艀
ュ
①
切
望
（
ｅ
＆
‐
ｇ
〕
こ
＄
（
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
、
健
康
の
保
ち
方
に
つ
い
て
の
二
編
の
論
説
）

こ
の
論
文
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
二
編
、
「
健
康
の
保
ち
方
」
、
「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
の
訳
を
含
む
。
何
人
か
の
研
究
者
が
こ
の

こ
の
論
文
は
、
マ
イ
｝

業
績
を
称
賛
し
て
い
る
。

（
Ｒ
Ｊ
）
夛
角
○
の
①
の
二
自
画
一
国
員

弓
吊
胃
耐
①
○
冒
弔

（
５
）
三
○
の
①
の
言
日
日
○
ご
昼
隅
》
可
四
目
の
一
．
四
口
Ｑ
①
具
ず
胃
巨
屋
ご
言
①
Ｈ
〕
い
“
弓
壷
①
言
①
ｇ
ｏ
巴
三
ご
Ｈ
ご
口
鴨
旦
冨
○
の
①
の
冒
臼
ョ
○
口
昼
①
の
ゞ
ご
○
一
．
目
》

弓
吊
四
房
①
○
口
弔
日
の
○
国
の
四
邑
弓
胃
耳
圭
具
己
○
訂
の
．
］
画
．
ロ
ロ
ロ
ョ
８
群
○
○
．
ゞ
后
急
（
毒
と
解
毒
剤
に
つ
い
て
の
論
説
）

ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
か
れ
た
原
本
の
写
真
版
を
含
む
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
言
語
を
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア

語
と
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
写
真
版
で
は
旨
号
○
‐
四
国
豆
ｏ
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
６
）
冨
○
の
①
の
冨
巴
ｇ
ｏ
目
己
①
の
〕
耳
四
口
の
一
．
煙
ロ
ユ
①
ロ
ゥ
望
詞
○
の
自
国
》
閃
陣
言
巨
ロ
言
閏
．
》
い
“
弓
ゴ
の
言
①
ｇ
ｏ
里
君
国
庁
言
鴨
旦
昌
○
ｍ
①
、

冒
巴
ｇ
ｏ
ロ
己
①
の
〕
く
○
一
．
白
》
弓
吊
翼
尉
①
○
．
国
①
目
○
国
冒
己
の
．
旨
の
巳
の
巴
シ
ロ
の
言
①
耐
（
罰
①
ｇ
ｏ
国
の
巴
・
］
団
．
ロ
ロ
亘
己
８
群
○
○
・
》
ら
＄
（
痔

疾
に
つ
い
て
の
論
説
・
医
学
質
疑
集
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
）

医
学
質
疑
集
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
は
、
「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
と
同
じ
論
文
の
別
名
で
あ
る
。

（
７
）
冒
○
の
①
の
冨
凰
目
○
ご
匙
①
、
》
可
“
ロ
巴
．
画
ｐ
Ｑ
ａ
．
す
ぐ
罰
○
の
自
国
》
閃
陣
昌
ロ
ロ
目
角
）
い
”
弓
冨
冨
①
ｇ
ｏ
巴
シ
ロ
ゴ
○
感
の
日
の
（
託
昌
○
の
①
の

冒
凰
日
（
旨
己
＄
・
ぐ
○
房
自
陣
目
．
【
弓
鈩
く
両
匡
匡
．
国
○
易
①
四
国
ロ
国
①
普
弓
ｍ
ご
ヨ
ぐ
閏
凰
ご
甸
吊
器
．
岳
囹
（
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
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（
８
）
Ｆ
①
ぎ
（
）
昌
同
、
］
、
○
．
四
己
・
冨
閏
ｐ
届
、
い
（
＆
）
”
冨
吊
閉
巨
日
日
○
コ
己
＄
○
国
号
①
○
四
尻
閉
旦
の
旨
昌
冒
（
）
日
の
．
ロ
ヨ
ぐ
．
○
巴
．
用
〕
蔚
閉
》
ご
哀
（
モ
ー
ゼ

（
略
）

ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
）

「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
の
一
九
六
二
年
に
新
し
く
発
見
さ
れ
た
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
手
稿
を
中
心
と
し
て
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、

ラ
テ
ン
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
稿
を
比
較
検
討
し
た
労
作
。
へ
プ
ラ
イ
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
は
原
文
写
真
版
を
付
し
、
ラ
テ
ン
語
テ
キ

ス
ト
は
原
文
を
載
せ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
は
、
ク
ロ
ー
ナ
ー
の
著
作
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
へ
プ
ラ
イ
語
テ
キ
ス
ト
の
英
訳
と
、

精
密
な
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
リ
ー
ボ
ウ
イ
ッ
ッ
は
、
へ
プ
ラ
イ
大
学
ハ
ダ
サ
医
学
校
の
医
史
学
の
教
授
で
あ
っ
た
。

（
９
）
詞
○
目
閏
》
田
．
あ
①
×
固
三
吊
言
牙
①
君
異
冒
鴨
旦
巨
吊
隅
冨
巴
日
○
画
昼
＄
四
○
ｇ
も
匡
巨
．
９
．
》
ご
望
（
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

こ
の
書
は
、
書
名
に
著
作
名
を
直
接
に
記
載
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
が
、
内
容
は
「
交
接
に
つ
い
て
」
の
、
へ
プ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た

ア
ラ
ビ
ア
語
テ
キ
ス
ト
と
へ
プ
ラ
イ
語
テ
キ
ス
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
訳
で
、
綿
密
な
注
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
原
文
全
文
も
掲
載
し
て
い
る
。

両
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
大
き
く
異
な
り
、
バ
ー
セ
ラ
が
い
う
よ
う
に
二
編
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
リ
ー
ポ
ウ
イ
ッ
ッ
に
よ
れ
ば
、
訳
者
の
ク

（
喝
）

ロ
ー
ナ
ー
は
ド
イ
ツ
の
小
都
市
、
ｏ
昌
侭
ｇ
の
ラ
ビ
で
あ
っ
た
。

の
著
作
に
お
け
る
性
倫
理
）

「
交
接
に
つ
い
て
」
の
ヘ
ブ
ラ

（
３
）

小
論
）

こ
の
書
は
、

三
）
ド
イ
ツ
語
訳

（
叩
）
国
．
〆
Ｈ
ｇ
］
囚
岫
国
ヨ
国
囚
可
ｍ
ｍ
Ｎ
日
．
の
①
閂
匿
ｏ
茸
①
Ｑ
関
巨
①
ａ
間
目
Ｑ
舟
閣
自
］
四
写
忌
日
己
閏
肘
四
国
・
円
函
四
口
・
国
言
四
国
日
①
島
凰
己
閂
壷
田

澤
９
画
ａ
旨
ご
ｍ
ｇ
号
の
言
日
日
○
口
箆
隅
ゞ
国
○
℃
動
侭
ｇ
》
己
急
（
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
論
文
二
編
に
基
づ
く
一
二
世
紀
医
学
史
へ
の
寄
与

（
剛
）

医
学
筬
言
集
）

の
へ
プ
ラ
イ
語
手
槁
の
英
訳
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
そ
の
他
の
著
書
の
性
倫
理
に
関
す
る
記
載
抜
粋
も
含
ん
で
い
る
。
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マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
「
薬
名
集
覧
」
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
が
（
薬
を
説
明
す
る
本
）
と
記
載
し
て
い
る
が
、
実
在
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
。
マ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
フ
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ア
ヤ
・
ソ
フ
ィ
ア
寺
院
（
現
在
博
物
館
。
ア
ャ
・
ソ
フ
ィ
ア
は
ト
ル
コ
語
。
古

（
鋤
）

典
ギ
リ
シ
ャ
語
ハ
ギ
ア
・
ソ
フ
ィ
ア
、
中
世
ギ
リ
シ
ャ
語
ア
ギ
ァ
・
ソ
フ
ィ
ア
。
意
味
は
い
ず
れ
も
同
じ
「
聖
な
る
叡
智
」
）
蔵
書
の
中
か
ら
こ
の

原
本
を
発
見
し
、
そ
の
内
容
を
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
付
し
て
一
九
四
○
年
に
カ
イ
ロ
で
公
刊
し
た
。

（
別
）

マ
イ
ャ
ー
ホ
ー
フ
の
経
歴
を
の
べ
る
。
経
歴
・
業
績
の
詳
細
は
、
カ
ガ
ン
の
豆
ダ
ャ
医
学
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

マ
ッ
ク
ス
・
マ
イ
ャ
ー
ホ
ー
フ
は
、
一
八
七
四
年
、
ド
イ
ツ
の
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
に
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ
で
医
学
教
育
を
受
け
、
一
八
九
八

年
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
学
位
取
得
、
眼
科
医
と
な
っ
た
。
一
九
○
三
年
か
ら
一
九
一
四
年
ま
で
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
眼
科
を
開
業
、

【
扁
昌
ぐ
邑
○
９
号
巴
目
Ｃ
Ｑ
目
、
の
主
任
医
師
。
一
九
一
四
年
、
ド
イ
ツ
に
帰
国
。
一
九
二
三
年
に
カ
イ
ロ
へ
も
ど
り
、
眼
科
医
と
し
て
開

業
す
る
と
共
に
研
究
に
従
事
し
た
。
一
八
九
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
間
に
、
三
○
○
を
越
え
る
眼
科
学
と
医
史
学
の
著
書
、
論
文
を

発
表
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
フ
ナ
イ
ン
・
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ク
の
「
眼
に
関
す
る
一
○
の
論
文
」
の
訳
が
含
ま
れ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
撞
頭
す

（
三
）
訳
書
が
入
手
で
き
な
か
っ
た
マ
イ
モ
ー
ー
デ
ス
の
著
作

以
上
の
よ
う
に
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
の
う
ち
、
著
者
（
泉
）
は
左
記
の
三
種
の
現
代
語
訳
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
。
（
１
）
は
、
現
代
語
訳

（
型
）

が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
２
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
現
代
語
訳
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
（
３
）
は
、
別
記
す
る
。

（
１
）
「
ガ
レ
ノ
ス
華

（
２
）
「
ヒ
ポ
ク
ラ
ニ

（
３
）
「
薬
名
集
覧
」

三
、
マ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
フ
（
三
里
の
号
旦
．
冨
関
）
と
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
「
薬
名
集
覧
」

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
蔵
言
注
解
」

「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜
粋
」
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マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
高
名
で
あ
っ
た
た
め
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
著
作
と
あ
や
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ロ
ス
ナ
ー
は
、
医
学
書

（
妬
）

を
含
む
次
の
書
を
挙
げ
て
い
る
。
句
末
の
括
弧
内
は
、
ロ
ス
ナ
ー
に
よ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
名
と
、
著
者
（
泉
）
に
よ
る
そ
の
邦
訳
で
あ
る
。
「
医

師
の
祈
り
」
（
「
医
師
の
た
め
の
日
々
の
祈
り
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
）
が
最
初
ド
イ
ツ
語
で
発
表
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
へ
プ
ラ
イ
語
訳
名
は

必
ず
し
も
原
典
が
へ
プ
ラ
イ
語
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

（
１
）
目
吊
禺
尉
①
○
コ
吾
①
目
①
言
冒
①
凶
の
尉
命
瓜
臼
冨
‐
ヨ
ョ
曾
四
存
在
の
書
）

「
存
在
す
る
も
の
」
（
号
①
○
弓
①
言
冒
①
×
回
）
は
、
旧
約
聖
書
で
神
が
自
ら
の
本
質
を
語
っ
て
い
る
文
言
で
、
こ
の
書
は
宗
教
上
の
著
作
だ

る
と
引
退
し
、
一
九
四
五
年
に
死
去
し
た
。

マ
イ
ヤ
ー
ホ
ー
フ
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
を
発
表
し
て
お
り
、
関
連
論
文
を
集
め
た
著
書
｛
固
の
の
畠
の
（
）
ご

冨
巴
ョ
○
昌
号
め
ど
（
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
論
集
）
が
あ
る
が
、
著
者
（
泉
）
は
ま
だ
入
手
で
き
な
い
で
い
る
。

（
１
）
目
吊
禺
尉
①
○
コ
吾
①
Ｑ

「
存
在
す
る
も
の
」
（
号
①
○
一

が
、
医
学
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
２
）
弓
扁
ロ
旨
①
呂
画
胃
①
尉
○
邑
昏
①
匡
昌
ご
ａ
㈹
○
。
（
司
普
農
胃
国
匿
日
員
亭
冒
号
目
ユ
ダ
ヤ
か
ら
の
九
章
）

（
３
）
弓
３
翼
扇
①
ｇ
〕
①
蔚
目
巴
匡
厨
ｍ
令
旨
雨
冨
，
菌
甘
言
冨
壷
救
い
の
文
書
）

（
４
）
国
○
○
穴
旦
忌
日
①
巳
閉
命
凰
①
【
吊
言
員
治
療
の
害
）

（
５
）
弓
胃
冒
涜
旨
旨
口
書
の
冒
些
閏
（
弓
①
昌
胃
ｇ
‐
日
欣
医
師
の
祈
り
）

（
６
）
Ｆ
閉
庁
言
匿
四
目
扇
鴛
閏
馬
具
命
冨
閏
①
ｇ
‐
目
匡
の
冑
伝
言
の
残
り
？
）

（
７
）
牌
８
房
○
津
扁
匡
昌
２
８
－
＆
（
冨
侶
筐
胃
印
①
国
国
日
秘
密
に
つ
い
て
の
巻
物
）

（
８
）
扁
詳
閏
冒
〕
吾
①
ョ
隅
里
農
旦
房
註
自
己
（
イ
ス
フ
ァ
ハ
ン
の
救
世
主
に
つ
い
て
の
手
紙
）

四
、
誤
っ
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
他
の
著
作
、
お
よ
び
不
明
の
も
の
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ガ
ー
シ
ェ
ン
フ
エ
ル
ド
が
、
右
記
の
（
４
）
と
共
に
挙
げ
て
い
る

（
略
）

（
９
）
（
ア
）
園
田
ず
巴
‐
四
号
響
言
巴
‐
画
面
日
鮮
合
煙
匡
の
①
の
四
目
⑫
胃
９
頁
○
日
の
）
（
原
因
と
症
状
の
本
）

も
、
現
在
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
作
名
に
は
な
い
が
、
こ
れ
が
ヴ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
の
記
載
と
同
じ
も
の
か
、
リ
ー
ボ
ウ
ィ
ッ
ッ
が
訳
し
た

（
胆
）

手
稿
の
別
名
な
の
か
、
別
の
著
作
か
不
明
で
あ
る
。

（
四
）

ゴ
ー
リ
ン
は
、
性
科
学
書
の
中
に
も
誤
っ
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
書
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
名
は
、
記
載
者
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
あ
る
特
定
の
著
作
を
示

す
の
に
不
便
な
の
で
、
各
著
作
の
邦
訳
名
試
案
を
示
し
た
。
こ
の
作
業
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
方
法
を
取
っ
た
。

（
二
著
作
の
順
番
は
バ
ー
セ
ラ
に
よ
り
、
代
表
的
な
英
訳
名
と
邦
訳
名
試
案
と
を
併
記
し
、
各
著
作
の
簡
単
な
内
容
や
成
立
過
程
を
記
載

し
た
。
英
訳
名
は
い
ず
れ
も
す
で
に
挙
げ
た
も
の
な
の
で
、
邦
訳
は
省
略
し
た
。

三
）
邦
訳
著
作
名
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
名
、
ラ
テ
ン
語
訳
名
を
重
視
し
て
作
成
し
た
。

（
三
）
著
作
名
に
、
書
物
（
Ｚ
蚕
庁
普
、
（
複
）
官
庁
号
、
（
ラ
）
与
閏
、
（
へ
）
の
瓜
田
、
論
説
・
論
文
（
Ｚ
目
、
息
国
鳥
画
一
四
、
（
へ
）
昌
四
．

四
ョ
閏
、
（
英
戻
門
①
目
の
①
、
島
の
８
日
の
①
、
小
冊
子
（
英
）
詳
国
ｇ
な
ど
の
言
葉
が
含
ま
れ
る
場
合
と
省
略
さ
れ
る
場
合
と
あ
る
。
た
と
え
ば
「
交

接
に
つ
い
て
」
の
ア
ラ
ビ
ア
語
名
は
、
冨
魁
急
毎
ｍ
ｍ
こ
目
”
）
四
（
交
接
に
つ
い
て
の
論
説
）
だ
が
、
バ
ー
セ
ラ
は
国
四
こ
目
酔
》
四
（
交
接
に
つ

い
て
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
著
作
の
規
模
を
知
る
た
め
に
は
便
利
だ
が
、
邦
訳
名
を
で
き
る
だ
け
簡
潔
に
す
る
た
め
、
可
能
な

限
り
省
略
し
た
。

（
１
１
）
同
×
可
画
９
の
坤
（
）
日

「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜
粋
」

五
、
各
著
作
の
邦
訳
名
試
案
と
著
作
の
内
容

⑦
堅
田
］
○
制
弓
面
①
シ
算
昌
○
言
の
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（
幻
）

－
卜
な
ど
か
ら
の
連
想
で
あ
ろ
う
。

が
あ
る
。

ガ
レ
ノ
ス
を
主
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
医
学
者
、
ア
ラ
ブ
医
学
者
の
蔵
言
を
集
め
た
著
書
で
、
二
五
章
か
ら
成
り
、
一
五
○
○
以
上
の
蔵
言

が
含
ま
れ
て
い
る
。
最
終
章
第
二
五
章
は
、
ガ
レ
ノ
ス
に
対
す
る
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
批
判
を
集
め
た
も
の
で
、
一
二
○
四
年
、
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
の
死
後
、
甥
に
よ
っ
て
編
蟇
さ
れ
た
。

こ
の
書
は
し
ば
し
ば
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
名
食
国
鳥
①
言
○
号
①
》
。
（
モ
ー
ゼ
の
数
章
、
ま
た
は
モ
ー
ゼ
の
文
書
）
で
呼
ば
れ
る
。
国
民
①
は
、
思
門
①
一
〈

（
童
の
複
数
形
か
ら
来
た
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
書
名
は
、
タ
ル
ム
ー
ド
の
一
部
で
旧
約
聖
書
外
典
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ピ
ル
ケ
・
ア
ヴ
オ

英
訳
名
は
（
ガ
レ
ノ
ス
抜
粋
）
だ
が
、
意
義
を
明
確
に
す
る
た
め
ヴ
ュ
ス
テ
ン
フ
ェ
ル
ト
、
ル
ク
レ
ー
ル
に
な
ら
い
、
「
ガ
レ
ノ
ス
著
書
抜

粋
」
と
し
た
。
バ
ー
セ
ラ
に
よ
れ
ば
、
員
国
］
①
シ
耳
旦
９
吋
①
雪
》
は
ガ
レ
ノ
ス
の
著
書
の
一
冊
の
題
名
が
誤
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内

（
５
）

容
は
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
筬
言
集
」
に
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
こ
の
訳
名
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

（
２
）
弓
〕
①
言
①
島
８
－
シ
ｇ
ｏ
『
尉
日
の
旦
冨
○
の
①
の
三
巴
日
○
口
己
①
の

「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
筬
言
集
」

英
訳
名
で
は
、
《
弓
扁
冨
①
島
８
－
Ｐ
目
○
房
目
の
旦
冨
○
印
①
の
雪
》
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
明
確
に
し
た
。

こ
の
著
作
は
、
二
八
七
’
二
九
○
年
の
間
に
編
蟇
さ
れ
た
。
早
く
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
、
へ
プ
ラ
イ
語
、
ラ
テ
ン
語
な
ど
多
く
の
翻
訳

昌
○
の
①
の
肩
口
ｇ
日
匡
①
旨
９
国
ｇ
ｏ
国
に
よ
っ
て
、
一
二
五
七
年
へ
プ
ラ
イ
語
訳
さ
れ
た
。

（
４
）
目
高
①
具
』
の
①
日
〕
印
①
×
宮
巴
辱
〕
扇
ぺ
の
ｏ
屋
尉
①
）
○
ご
○
９
国
豆
冨
庁
冒
ご
日
．
○
国
の
日
冒
の

「
交
接
に
つ
い
て
」

「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
筬
言
注
解
」

（
３
）
シ
○
○
日
日
の
ご
国
昌
（
）
邑
讐
①
シ
ロ
ゴ
○
国
の
目
の
具
国
旨
℃
Ｃ
Ｑ
胃
①
の
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微
妙
な
言
葉
を
用
い
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
英
訳
名
が
あ
る
。
右
記
の
第
三
の
英
訳
名
は
ラ
テ
ン
語
訳
名
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

邦
訳
は
、
医
学
用
語
と
し
て
適
切
と
感
じ
ら
れ
た
も
の
を
選
ん
だ
。

こ
の
著
作
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
甥
で
蕩
児
で
あ
っ
た
巴
‐
冨
匡
目
魂
閏
ｇ
ｐ
ｚ
昌
學
目
ご
弓
ご
シ
ご
号
の
諮
問
に
応
じ
て
書
か
れ
た
。
俗

に
「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
性
科
学
」
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
に
長
短
二
編
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
ク
ロ
ー
ナ
ー
は
そ
の
両
者
を
訳
し
て

（
３
）

い
る
。
一
般
に
は
、
こ
の
両
者
が
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
著
述
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
ク
ロ
ー
ナ
ー
の
挙
げ
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア

語
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
他
の
著
作
と
非
常
に
異
な
り
、
著
者
（
泉
）
は
こ
の
著
書
全
部
が
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
自
身
の
手
に
よ

る
も
の
か
、
多
少
の
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
疑
念
は
想
像
に
と
ど
ま
り
、
手
稿
の
検
討
の
結
果
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。

（
５
）
弓
吋
の
胃
尉
①
○
国
国
①
旨
５
国
壷
ｇ
号

こ
の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
た
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
甥
と
思
わ
れ
る
一
貴
人
の
要
請
に
応
じ
て
、
二
九
○
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
。

（
調
）

我
が
国
で
は
石
渡
隆
司
が
、
こ
の
書
に
つ
い
て
昭
和
五
八
年
に
日
本
医
史
学
会
で
報
告
し
た
。
石
渡
は
邦
訳
名
を
「
喘
息
論
」
と
し
て
い

る
が
、
語
学
的
に
は
そ
の
方
が
正
し
い
。

（
７
）
弓
吋
の
胃
肘
①
○
目
勺
○
耐
○
国
の
四
口
・
弓
彦
①
胃
シ
具
匙
○
扇
い
○
同
津
田
○
○
穴
○
国
勺
巳
の
○
口
の
印
昌
・
号
①
勺
３
房
ｇ
ご
ロ
ン
、
巴
国
里
伊
①
ｇ
里
ｐ
Ｈ
匡
鴨

ア
ラ
ビ
ア
語
名
で
は
（
痔
疾
と
そ
の
治
療
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
簡
略
化
し
た
。

あ
る
貴
人
の
た
め
に
二
八
七
年
ご
ろ
に
書
か
れ
た
。

（
６
）
シ
貝
ｇ
ｏ
匡
耐
①
○
ロ
ン
輿
ご
巨
働
日
弓
用
禺
尉
①
ｇ
］
少
の
兵
自
国

「
痔
疾
に
つ
い
て
」

（
６
）
シ
貝
ｇ
ｏ
匡
累

「
喘
息
に
つ
い
て
」

後
の
方
の
英
訳
名
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
名
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
英
訳
刊
本
の
名
を
邦
訳
名
に
用
い
た
。

（
巧
』
）
目
吋
①
凹
陣
の
①

「
毒
と
解
毒
剤
」
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し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
《
閃
①
四
日
①
。
留
己
国
鳥
署
と
い
う
ラ
テ
ン
語
訳
名
は
、
《
殉
①
哩
ョ
①
国
殴
ご
厨
房
留
冒
昌
国
ロ
ロ
ョ
・
》
「
サ
レ
ル
ノ

（
卯
）

養
生
訓
」
か
ら
の
類
推
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
「
養
生
訓
」
と
訳
す
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
散
文
で
あ
り
、
「
養
生
訓
」
の
語
感
か

ら
想
像
さ
れ
る
も
の
よ
り
も
学
問
的
な
内
容
な
の
で
、
右
の
よ
う
に
訳
し
た
。

こ
の
（
９
）
（
皿
）
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
長
男
ア
ル
・
ア
フ
ダ
ル
の
要
請
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
両
書
の
本
文
に
明
記
さ

こ
の
書
は
、
約
二
○
○
○
種
の
薬
が
四
○
五
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
分
け
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
書
か
れ
て
お
り
、
薬
名
は
ア
ラ
ビ
ア
語
、

ギ
リ
シ
ャ
語
、
ペ
ル
シ
ャ
語
、
ベ
ル
ベ
ル
語
、
古
ス
ペ
イ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
四
）

先
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
著
者
は
こ
の
書
の
現
代
語
訳
を
入
手
し
て
い
な
い
が
、
ロ
ス
ナ
ー
訳
の
英
訳
本
を
野
間
科
学
医
学
資
料
館
が
入

手
し
た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

（
９
）
弓
壷
①
幻
①
四
日
①
ロ
９
国
①
巴
ｇ
ｏ
吋
夢
①
詞
⑦
四
目
①
ご
印
鼬
日
日
庁
耐

た
も
の
と
い
う
。

る
対
策
を
の
べ
て
い
る
。

（
８
）
弓
萱
①
の
ざ
朋
煙
Ｈ
ぐ

こ
の
本
の
内
容
と
右
記
英
訳
名
か
ら
、
邦
訳
名
を
選
ん
だ
。

先
に
の
べ
た
よ
う
に
、
一
般
に
は
こ
の
原
本
は
マ
イ
ャ
ー
ホ
ー
フ
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
ー
セ
ラ
は
リ
ッ
タ
ー

（
『
。
）

角
冒
①
氏
）
が
発
見
し
た
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
著
者
に
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
原
本
は
、
イ
ブ
ン
・
バ
イ
タ
ー
ル
が
書
写
し

こ
の
書
は
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宰
相
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
カ
ー
デ
ィ
ー
（
法
官
）
・
ア
ル
・
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
の
求
め
に
よ

っ
て
、
二
八
九
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
要
な
内
容
は
二
つ
に
分
か
れ
、
毒
蛇
な
ど
の
咬
傷
に
対
す
る
も
の
と
毒
草
な
ど
に
対
す

（
９
）
弓
一
昂
詞
の
四
目

「
健
康
の
保
ち
方
」

（
８
）
弓
｝
昂
の

「
薬
名
集
覧
」

具
ｐ
Ｈ
匡
胴
ｚ
四
日
①
の
（
）
Ｈ
Ｐ
。
（
）
日
日
①
ロ
国
曼
（
）
ご
号
①
ｚ
四
日
①
、
旦
口
【
巨
鴨
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れ
て
い
る
。
写
本
に
は
、
両
者
が
一
括
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
多
少
異
な
り
、
（
９
）
が
一
般
論
と
し
て
、
（
皿
）
は

個
人
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

バ
ー
セ
ラ
は
、
（
９
）
は
サ
ラ
デ
ィ
ン
が
死
去
し
た
二
九
三
年
か
ら
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
弟
サ
フ
ァ
デ
ィ
ン
が
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
息
子
た
ち
か
ら

（
５
）

権
力
を
奪
っ
た
二
九
八
年
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
叩
）
シ
弓
吊
昌
一
め
①
ヨ
固
匡
の
匙
呉
ご
ロ
具
の
○
日
①
シ
Ｃ
Ｏ
丘
①
具
⑩
、
国
Ｑ
号
①
詞
①
ｇ
ｏ
ロ
の
①
８
房
目
ゴ
①
目
の
Ｃ
Ｏ
匡
耐
①
○
ご
号
①
両
×
宮
四
国
胃
ご
弓
旦

国
厨
．
○
○
口
、
①
昌
冒
）
泊
号
①
○
四
こ
め
①
の
呉
国
厨
〕
言
①
己
の
巴
シ
ロ
の
言
①
胃
，
の
（
罰
①
ｇ
ｏ
固
め
、
）
日
昏
①
、
四
口
の
①
の
９
，
旨
口
冒
○
日
の
、
（
ラ
）
ロ
①

「
症
状
の
原
因
に
つ
い
て
」
（
ま
た
は
「
発
作
の
原
因
に
つ
い
て
」
）

こ
の
害
は
、
心
身
症
と
う
っ
状
態
の
傾
向
を
持
っ
て
い
た
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
が
、
自
分
の
受
け
て
い
る
治
療
に
つ
い
て
マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
に
送

っ
た
質
問
状
へ
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
が
回
答
し
た
手
紙
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

邦
訳
が
も
っ
と
も
決
定
困
難
な
の
は
、
こ
の
著
作
で
あ
っ
た
。
最
初
の
英
訳
名
は
、
バ
ー
セ
ラ
が
ア
ラ
ビ
ア
語
名
の
訳
と
し
て
記
載
し
て

い
る
が
、
彼
は
こ
の
著
作
の
原
史
料
に
は
表
題
が
な
く
、
ア
ラ
ビ
ア
語
名
は
後
世
の
も
の
で
、
意
味
も
著
作
内
容
と
異
な
る
の
で
疑
念
を
も

（
５
）

つ
。
し
か
し
一
般
に
流
布
し
て
い
る
の
で
、
や
む
を
得
ず
こ
の
題
を
用
い
る
と
の
べ
て
い
る
。

一
方
ラ
テ
ン
語
訳
名
は
、
こ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
名
と
は
別
の
史
料
か
ら
来
て
い
る
。
一
般
に
こ
の
ラ
テ
ン
語
四
８
己
①
目
巨
日
（
単
数
主
格

“
Ｒ
丘
の
目
の
）
は
英
語
の
四
月
己
①
具
と
同
じ
に
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
ラ
テ
ン
語
の
四
８
昼
①
目
い
に
は
症
状
の
意
味
が
あ
り
、
リ
ー
ボ
ゥ
ィ
ッ
ッ

（
喝
）

は
そ
の
よ
う
に
英
訳
し
て
い
る
。
著
者
も
こ
の
見
解
に
同
意
し
、
右
の
よ
う
に
訳
し
た
。
た
だ
し
最
初
の
英
訳
名
が
一
般
に
流
布
し
て
い
る

と
い
う
点
を
重
視
す
れ
ば
、
邦
訳
名
も
「
発
作
の
原
因
に
つ
い
て
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
・

前
述
の
よ
う
に
あ
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
の
題
名
は
（
特
別
な
質
問
へ
の
答
え
）
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
震
巨
①
ｓ
ｏ
巴
シ
ョ
の
葛
①
刷

角
①
ｇ
ｏ
ロ
の
巴
》
〉
（
医
学
質
疑
集
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
）
と
い
う
別
名
が
生
ま
れ
た
。
レ
ス
ポ
ン
サ
は
、
本
来
は
諸
国
の
信
者
か
ら
送
ら
れ
た
質
問
状

司
一
厨
》
の
ｇ
】
、
①
Ｒ
口
』
己
胴
吾

。
、
匡
凰
の
四
○
口
・
囚
詳
ご
目
］
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マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
は
医
学
的
著
作
を
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
き
、
文
字
は
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
。
著
者
は
、
こ
れ
を
前
槁
で
「
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
は
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
い
た
」
と
表
現
し
た
が
、
へ
プ
ラ
イ
大
学
の
コ
テ
ッ
ク
教
授
負
ｇ
蔚
〆
齪
冒
巨
座
印
）
の
教
示
に
よ
り
、

（
羽
）

こ
れ
が
誤
り
で
「
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
ア
ラ
ビ
ア
語
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
で
書
い
た
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち

マ
ィ
モ
ニ
デ
ス
は
、
日
常
用
語
と
な
っ
て
い
る
ア
ラ
ビ
ア
語
の
一
方
言
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ラ
ビ
ア
語
で
書
い
た
の
で
は
な
く
、
正
統
な
ア
ラ
ビ

ア
語
を
ヘ
ブ
ラ
イ
文
字
を
用
い
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
へ
プ
ラ
イ
文
字
を
用
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
権
威
あ
る
ラ
ビ
の
返
書
を
集
め
て
公
刊
し
た
も
の
を
い
う
が
、
こ
の
別
名
は
、
宗
教
上
の
権
威
で
あ
る
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
を
、
医
学
上
で
も
そ
の
ラ
ビ
の
立
場
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
質
問
に
答
え
る
手
紙
を
集
め
た
形

（
別
）

の
医
学
害
が
あ
り
、
○
○
口
の
罠
四
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
「
医
学
質
疑
集
」
（
レ
ス
ポ
ン
サ
）
と
い
う
書
名
は
こ
の
著
書
の
性
質
を
反
映
し
て
い
る

が
、
主
題
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
一
般
に
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

バ
ー
セ
ラ
は
、
こ
の
書
が
書
か
れ
た
年
代
は
不
明
で
、
少
な
く
と
も
「
健
康
の
保
ち
方
」
の
後
で
あ
り
、
ア
ル
ア
フ
ダ
ル
が
王
位
を
追
わ

（
５
）
（
蛇
）

れ
た
こ
九
八
年
以
後
と
し
て
い
る
が
、
発
表
さ
れ
た
の
は
一
二
○
四
年
と
し
て
い
る
文
献
が
多
い
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
以
外
の
著
作
に
も
、
医
学
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
各
研
究
者
が
記
載
し
て
い
る
。
著
者
は
、
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
の
思
想
史
上
の
三
大
主
著
の
う
ち
、
『
迷
え
る
者
へ
の
導
き
』
し
か
入
手
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
入
手
し
た
上
で
報
告
し
た

（
蛇
）

い
◎
三
大
主
著
の
う
ち
、
『
ミ
シ
ュ
ネ
・
ト
ラ
ー
』
に
つ
い
て
は
、
ロ
ス
ナ
ー
に
よ
っ
て
研
究
書
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

七
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
医
学
的
著
作
の
使
用
言
語
の
訂
正

六
、
思
想
的
・
宗
教
的
著
作
に
お
け
る
医
学
的
事
項
の
記
載
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（
８
）

注
一
守
口
巴
‐
国
巴
国
時
（
イ
ブ
ン
・
バ
イ
タ
ー
ル
）
ロ
三
蔵
巴
‐
自
国
ｇ
ご
巴
，
画
臼
圃
引
（
デ
ィ
ャ
ー
・
ア
シ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ブ
ン
・
ル
・
バ
ィ
タ
ー
ル
）
ま
た
は

（
Ⅲ
）

エ
ウ
巨
富
匡
彦
四
ヨ
ョ
＆
シ
ゥ
ロ
巴
一
目
国
①
巨
少
面
目
＆
己
冨
甘
＆
‐
ロ
ヨ
里
冨
巴
四
宮
与
国
里
‐
、
四
日
目
（
ア
ブ
ー
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
。
プ
ン
・
ア
フ
マ

ド
・
デ
ィ
ャ
ー
・
ア
シ
・
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ル
・
マ
ラ
キ
・
イ
ブ
ヌ
ル
・
バ
イ
タ
ー
ル
）
。
有
名
な
ア
ラ
ブ
生
物
学
者
、
薬
学
者
。
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ラ
ガ
に
出
生
、

エ
ジ
プ
ト
に
移
住
、
ギ
リ
シ
ャ
、
小
ア
ジ
ア
に
も
旅
行
、
シ
リ
ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
で
ス
ル
タ
ン
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
主
席
生
物
学
者
に
任
命
さ
れ
た
。

ス
ル
タ
ン
の
死
後
、
一
旦
カ
イ
ロ
へ
行
っ
た
が
、
再
び
ダ
マ
ス
カ
ス
へ
帰
り
、
イ
ス
ラ
ム
暦
六
四
六
年
（
西
暦
一
二
四
八
年
）
に
そ
こ
で
死
去
し
た
。
多

く
の
著
書
が
あ
る
。

参
考
文
献

（
１
）
泉
彪
之
助
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
生
涯
」
、
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
一
、
三
号
、
一
九
九
八
年

（
２
）
詞
○
の
ご
閏
》
司
・
叩
冒
吊
閉
冨
巴
冒
日
〕
己
①
⑫
吾
①
も
す
湧
門
国
ロ
．
甲
届
営
罰
吊
ご
閏
》
甸
．
陣
・
尻
○
蔚
天
〆
切
の
．
帝
ロ
）
”
巨
吊
朋
冨
巴
貝
５
口
己
躬
》
勺
彦
耐
房
田
口
》

⑳
ｇ
①
三
二
異
》
四
コ
ユ
勺
巨
さ
８
℃
宮
臼
．
］
閉
ｇ
］
シ
３
コ
ｇ
二
百
Ｐ
ｚ
ｇ
牙
ぐ
巴
①
》
ｚ
①
弓
］
閏
開
園
閏
己
門
Ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
。
》
ご
畠

（
３
）
国
．
屍
計
ｇ
〕
囚
舘
国
。
ｍ
ｇ
耳
四
ｍ
圃
匡
時
の
①
門
三
の
貢
①
Ｑ
四
三
の
昌
圃
言
口
①
、
×
胃
当
四
言
・
宮
旨
Ｑ
①
『
厨
四
口
・
四
国
日
己
圃
芝
四
国
日
①
会
い
言
尉
の
ゴ
曾

少
９
画
目
盲
侭
２
号
の
冨
巴
日
○
ヨ
号
、
】
○
房
ａ
ｏ
具
國
○
自
侭
ｇ
ゞ
ら
急

（
４
）
”
○
の
ロ
①
〆
甸
・
叩
の
①
×
同
行
三
○
⑩
冒
芹
毒
の
呈
弓
。
武
邑
”
の
（
珪
夛
自
○
の
①
の
戸
角
田
日
○
口
己
①
い
、
さ
○
面
面
匡
匡
．
○
Ｐ
〉
』
や
『
↑

（
５
）
国
凹
吋
⑦
①
訂
》
シ
ユ
①
－
２
巴
．
汕
冒
○
の
隅
冒
巴
日
○
国
丘
朋
》
弓
乏
○
弓
吊
禺
勗
閉
○
邑
号
①
閃
①
四
日
四
］
＆
函
①
里
昏
》
弓
国
口
の
．
シ
日
．
型
ご
○
賀
）
豆
〕
．
の
○
ｏ
ｚ
①
弓

（
７
）
冨
閏
２
少
詞
８
月
８
国
．
》
言
３
＄
旨
日
日
目
匡
朗
》
卑
目
匡
冒
言
禺
厨
》
旨
。
》
己
宅

（
４
）
”
○
望
昂
〆
甸
・
叩
の
の
×
同
年
旨

（
５
）
国
凹
吋
⑦
①
訂
》
シ
ユ
①
－
２
巴
．
一

・
の
①
国
①
的
ｑ
↑
（
↑
青
い
１
，
戸
］
④
つ
《

（
６
）
三
角
○
の
①
⑳
園
田
〕
三
【
臼
。
旨
）
。

貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
ヘ
ブ
ラ
イ
大
学
ハ
ダ
サ
医
学
校
齪
日
匡
①
一
切
房
）
言
農
教
授
に
深
謝
す
る
。

謝
辞

二
ｃ
ｍ
、

（
冨
臼
ョ
○
三
・
冊
）
）
旬
日
扇
面
扇
ロ
ー
昌
の
○
ａ
（
旨
》
国
．
Ｆ
・
“
弓
｛
吊
甸
局
駕
。
ｇ
５
ｐ
ｇ
昌
○
昌
貢
勺
冨
さ
の
○
℃
亘
。
里
匡
宮
画
ご
》
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（
Ⅳ
）
冨
吊
＄
三
日
ョ
８
画
隅
》
耳
目
堅
固
目
＆
．
ご
巨
巨
国
冒
閏
》
い
”
弓
胃
冨
巴
言
巴
乏
昌
言
鴨
旦
冨
吊
閉
三
四
言
〕
自
巨
＄
》
ぐ
巳
肖
》
弓
３
四
房
の
○
コ

シ
の
号
貝
国
‐
］
・
国
．
Ｆ
言
ロ
ロ
Ｃ
Ｏ
茸
。
ｐ
》
ご
露

（
肥
）
三
（
）
の
隅
冒
四
目
○
国
ａ
①
、
ゞ
茸
’
四
吊
一
．
四
目
巴
．
ご
両
用
目
円
｝
両
．
陣
冨
昌
昌
〕
四
・
》
の
叩
弓
蔚
巨
呂
旨
巴
弓
『
再
ヨ
鴨
旦
巨
８
＄
冨
巴
日
○
口
丘
朋
↓
く
巳
．

胃
胃
》
弓
吊
翼
厨
①
○
．
国
四
国
日
島
白
身
．
旨
＆
旨
巴
シ
ロ
、
弓
①
厨
（
詞
①
ｇ
ｏ
［
〕
笛
）
．
〕
・
国
．
Ｆ
甘
宮
己
Ｃ
Ｏ
扉
○
○
．
》
己
宅

（
四
）
旨
吊
朋
三
日
目
○
己
号
印
．
耳
四
ご
里
．
四
目
＆
．
ｇ
の
○
１
旨
》
三
・
即
三
日
日
日
置
舟
《
《
艀
〆
目
昌
昌
９
８
自
用
署
》
罰
閏
〕
］
ｇ
吾
宅
号
房
匡
掲
ｏ
ｐ
・
己
臼

（
別
）
旨
（
）
の
①
、
冨
巴
日
○
昌
号
の
、
耳
四
口
竺
也
ａ
＆
．
ｇ
巨
匡
ご
目
角
》
呼
弓
扁
巨
①
ｇ
８
弓
弓
鼻
冒
鴨
三
富
○
閉
め
旨
日
日
（
）
己
丘
閉
》
く
巳
・
胃
》
目
門
８
房
の
９

勺
○
厨
日
嗣
四
目
・
弓
ゴ
囚
尽
，
Ｐ
昌
己
９
＄
‐
〕
．
国
．
門
ご
豆
ご
Ｃ
Ｏ
茸
○
○
・
》
ご
急

（
虹
）
旨
（
湿
朋
宮
日
日
○
口
己
隅
．
耳
四
国
里
．
四
目
＆
．
ｇ
詞
○
豐
閏
｝
甸
．
陣
三
目
目
角
》
陣
弓
馬
旨
＆
旨
巴
少
目
自
国
易
ｇ
冨
吊
朋
冨
日
日
○
己
昼
朋
．
ぐ
（
）
房
．

（
喝
）
閂
ｈ
ｇ
閏
の
》
伊
諏
函
厨
８
時
①
ｑ
①
両
三
ｍ
ｇ
Ｒ
ヨ
①
シ
国
す
の
、
国
巨
再
司
国
口
匡
冒
》
ｚ
の
君
国
自
家
ら
弓
（
○
門
侭
ヨ
巴
姻
畠
認
・
弔
閏
誌
）

Ｂ
■

（
皿
）
陣
四
目
閂
ご
】
①
己
四
》
旨
・
”
ロ
耐
同
巨
日
己
竺
の
ｏ
彦
①
ロ
ロ
ヶ
の
厨
の
目
匡
国
顕
①
国
四
口
の
Ｑ
①
ヨ
ン
国
豆
胃
｝
５
画
豆
の
言
再
訂
・
①
の
弓
』
黒
〕
忌
昌
己
四
．
厨
》
シ
ズ
國
旦
①
白
尉
‐

Ｑ
５
ｐ
吋
匡
巳
甲
Ｆ
く
閂
匿
い
の
四
口
の
四
国
岸
】
の
田
螺
ご
認

（
巧
）
［
ん
号
（
）
言
』
同
》
］
、
○
・
四
口
。
言
四
月
こ
め
》
い
（
①
ｅ
叩
三
○
の
閉
冨
日
日
○
コ
己
朋
○
ロ
ヰ
昂
○
日
嗣
閉
旦
の
旨
ご
宮
（
）
ョ
の
》
ロ
ヨ
ぐ
．
の
巴
．
勺
吊
閉
．
己
塁

（
略
）
⑦
閏
堅
吊
口
貯
丘
》
Ｆ
叩
冨
○
の
＄
冨
四
ヨ
５
口
匙
＄
，
勺
ゴ
冒
凰
ｇ
四
国
四
口
・
醇
巨
号
日
‐
旦
冨
の
ｓ
ｏ
巴
君
○
吋
戸
の
．
】
．
シ
日
．
勺
壷
四
吋
ョ
．
シ
器
（
）
。
》
誤
命
）
終
き
ふ
合
》

（
８
）
毎
コ
シ
豆
ご
忠
旨
四
》
）
ご
葛
ご
巴
，
閏
］
ｇ
串
岸
号
呂
鮮
里
‐
里
弓
ｇ
》
（
イ
プ
ン
・
ア
ビ
・
ウ
サ
イ
ビ
ア
『
医
師
の
階
層
に
つ
い
て
の
情
報
の
泉
』
）
一
四
○

一
年
、
復
刻
第
三
版
、
一
九
八
一
年

（
９
）
胃
ｇ
巴
‐
曾
霞
ゞ
弓
軋
『
房
匿
巴
‐
言
戸
口
日
四
（
イ
プ
ヌ
ル
・
キ
フ
テ
ィ
『
学
者
年
代
記
」
）

（
皿
）
弓
己
里
‐
ｚ
四
ｓ
目
》
【
寓
普
巴
‐
国
胃
璽
（
イ
ブ
ン
・
ア
ン
・
ナ
デ
ィ
ー
ム
『
目
録
書
」
）

（
Ⅱ
）
弓
ご
里
①
ロ
吋
匡
》
蜀
．
唖
⑦
①
閂
三
ｏ
三
①
回
国
シ
国
三
ｍ
の
ゴ
①
ご
少
の
司
呉
①
昌
己
ｚ
四
目
風
○
吋
胃
毎
国
．
⑦
①
○
個
○
一
日
の
ぐ
角
両
四
用
崖
匡
①
讐
凰
日
〕
ご
露
（
○
凰
唱
己
巴
恥

旨
、
一
戸
の
α
舜
威
目
頤
①
ロ
）

（
吃
）
甸
己
の
Ｑ
の
己
君
巴
且
函
．
醜
目
彦
の
帝
弓
⑩
四
口
・
旨
①
＆
９
吋
昂
．
く
巳
自
ゞ
己
平
目
口
【
弓
少
ぐ
弔
巨
亘
．
函
○
巨
路
．
ご
雪
（
○
国
沌
言
巴
酔
弓
彦
の
〕
○
ゴ
ロ
印
西
○
口
蚕
易

旨
①
四
ｍ

勺
日
①
の
妙
昌
や
鍔
ら

函
・
酔
目
一
房
］
臼
蔚
四
口
・
旨
①
＆
９
国
①
》
く
巳
自
》
己
平
目
旬
【
弓
少
ぐ
弔
巨
亘
．
函
○
巨
路
》
ご
雪
（
○
国
胸
言
巴
酔
弓
彦
の
冑
畳
ロ
印
西
○
亘
９
筋
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自
陣
目
尻
目
Ｐ
く
勺
匡
臣
．
函
○
尻
①
巴
己
目
①
普
弓
四
口
ご
茸
閏
凰
ご
勺
吊
閉
》
己
認

（
犯
）
冨
昌
目
○
口
昼
の
の
》
三
の
島
の
巴
呈
ご
【
三
口
、
め
い
三
田
ョ
○
ご
丘
①
の
》
Ｃ
Ｏ
ヨ
ョ
①
ご
国
昌
○
口
吾
①
四
ロ
ゴ
ｇ
尉
日
の
ａ
国
冒
で
○
９
胃
①
⑳
）
（
弓
『
閏
邑
胃
①
Ｑ
四
コ
ロ

自
己
ｇ
ｇ
ｇ
両
罰
○
普
国
）
〕
弓
馬
旨
四
目
○
口
己
①
の
詞
①
⑳
、
冒
黒
．
西
日
国
屋
電
．
Ｗ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
著
、
梶
田
昭
訳
「
新
約
聖
書
と
タ
ル
ム
ー
ド

の
医
学
」
、
時
空
出
版
、
一
九
九
○
年
、
よ
り
引
用

（
羽
）
益
田
朋
幸
『
地
中
海
紀
行
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
で
い
こ
う
！
」
、
東
京
書
籍
、
一
九
九
六
年

（
別
）
【
四
ｍ
四
コ
》
切
両
．
即
苛
尹
厨
宜
冒
①
ａ
Ｑ
ｐ
①
巨
①
ｇ
ｏ
ｏ
‐
函
尉
８
円
旨
里
勺
刷
閉
》
画
３
８
口
）
岳
認

（
妬
）
富
①
買
国
‐
一
】
具
》
三
・
”
向
朋
四
涜
○
ご
巨
巴
目
○
口
丘
冊
．
○
○
盲
目
舌
国
ロ
ロ
ョ
閏
里
ど
も
吊
閉
》
己
筐

（
邪
）
罰
○
９
国
ゞ
刃
両
目
〕
胃
冨
○
昌
国
億
三
Ｆ
①
邑
○
‐
三
日
ョ
○
コ
昼
①
鼬
二
目
『
①
胃
扇
①
の
．
ご
甲
』
震
曽
罰
○
閨
閏
『
甸
．
陣
【
（
）
茸
①
云
い
の
（
＆
．
）
》
三
吊
朋

冨
巴
日
○
口
昼
朋
》
も
ご
扇
甘
田
口
の
ｇ
①
ロ
貢
曾
》
画
己
・
勺
三
さ
ｇ
ｏ
壷
角
．
］
閉
Ｏ
ｐ
Ｐ
３
己
８
国
宮
。
．
Ｓ
温

く

腺

（
”
）
左
近
淑
他
訳
「
聖
書
外
典
偽
典
第
三
巻
旧
約
偽
典
Ｉ
』
、
教
文
館
、
一
九
七
五
年

（
犯
）
石
渡
隆
司
「
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
「
喘
息
論
」
に
つ
い
て
」
、
日
本
医
史
学
雑
誌
二
九
巻
二
号
、
一
二
五
頁
、
一
九
八
三
年

（
羽
）
巨
吊
＄
三
日
日
自
己
＄
》
茸
目
巴
呉
＆
可
○
日
冨
画
×
三
里
曾
冒
醗
卑
ｇ
ｇ
８
登
（
旨
）
“
ａ
ａ
詳
巴
耳
甸
．
罰
○
ｇ
①
同
国
吊
忠
ご
呉
胃
侭

ｚ
四
ヨ
①
の
．
シ
ヨ
①
国
の
四
国
も
三
さ
め
○
℃
三
の
巴
ｍ
ｏ
ｇ
①
ご
》
ご
己

（
鋤
）
出
色
再
冒
唱
○
三
〕
・
“
日
ロ
の
ｍ
ｏ
ロ
ｏ
ｇ
ａ
の
巴
９
コ
口
目
》
も
四
巳
国
．
函
○
℃
己
９
》
ら
ｇ

（
皿
）
ｍ
匡
旦
ゴ
○
廟
》
ご
笛
．
ｇ
蔚
包
ウ
目
詞
９
．
（
５
）

（
銘
）
詞
○
の
。
①
Ｒ
〕
句
．
邸
冨
①
Ｓ
９
国
①
旨
吾
①
冒
涜
冒
呂
弓
日
目
旦
巨
巴
日
目
己
＄
》
宍
弓
醇
く
石
弓
房
三
掲
国
呂
陥
》
旨
Ｐ
岳
震

（
認
）
玩
具
蔚
戸
印
画
ョ
巨
里
の
”
も
①
筋
○
国
巴
の
ｏ
ヨ
ョ
匡
昌
の
具
５
口

（
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
）
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HyonosukelZUMI砿
室
生
榊
屋
朴
幽
ｅ
Ｋ
恥
川
Ⅳ
や
卜
．
Ｋ
坪
ｌ
中
軸
毎
Ｎ
翌
蝶

Consideringthedescriptionsbyformerresearchers,theauthorintendedtomakeanoverview

ofthemedicalwritingsofMosesMaimonides.Amongthem,tenextantworksonmedicinehave

beenauthenticated.Oneofthem,$$OnCohabitation,"iscomposedoftwotreatises;alongerand

ashorterone・Meyerhofdiscoveredthetextof"TheGIossaryofDrugNames,"whichhadbeen

knownonlythroughthedescriptionbylbnAbiUsaibia,inthelibraryofAyaSophiaTemplein

Istanbul.TheauthorproposedastandardJapanesetranslationofnamesofmedicalwritings.

Somemedicalandreligiouswritings,including"ThePhysician'sPrayer,''werefalselyattributed

toMaimonides.MaimonideswrotehismedicalworksinArabicwithHebrewcharacters.


